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地
区
住
民
の
連
携
を
強
化
し

保
存
地
区
全
体
の
活
性
化
を

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
努
力
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

知
覧
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
は
、
国
の
名

勝
指
定
７
庭
園
の
所
有
者
で

組
織
す
る
「
知
覧
武
家
屋
敷

庭
園
有
限
責
任
事
業
組
合
」

が
中
心
と
な
っ
て
保
存
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
現
状
で

あ
る
が
、
昭
和
56
年
の
選
定

か
ら
34
年
が
経
過
し
、
地
区

住
民
の
高
齢
化
や
世
代
交
代

な
ど
に
よ
り
住
民
の
意
識
や

住
環
境
に
変
化
が
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
伝
建
地
区

の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
の

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
本
市
の
実

態
を
踏
ま
え
、
岩
手
県
金
ケ

崎
町
、
秋
田
県
仙
北
市
で
調

査
し
た
。

　

提

言

⑴　

伝
建
地
区
の
町
並
み
保

存
に
あ
た
っ
て
は
、
伝
統
的

建
造
物
及
び
地
区
全
体
の
景

観
、
環
境
の
良
好
な
保
全
に

配
慮
し
、
国
庫
及
び
市
単
独

の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
優

先
順
位
を
定
め
、
計
画
的
な

修
理
・
修
景
等
に
努
め
る
こ

と
。

⑵　

伝
建
地
区
に
選
定
以
来

30
年
以
上
が
経
過
し
、
高
齢

化
や
世
代
交
代
等
に
伴
い
、

住
民
の
意
識
の
変
化
や
空
き

家
な
ど
、
保
存
地
区
と
し
て

の
性
格
が
損
な
わ
れ
る
事
態

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
区
住
民
や
来
訪
者
等
の
意

識
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
保
存

計
画
の
見
直
し
に
努
め
る
こ

と
。

⑶　

行
政
、
知
覧
武
家
屋
敷

庭
園
有
限
責
任
事
業
組
合
及

び
地
区
住
民
が
連
携
を
強
化

し
、
知
覧
伝
統
的
建
造
物
群

の
町
並
み
が
文
化
・
観
光
の

拠
点
と
し
て
さ
ら
に
賑
わ

い
、
保
存
地
区
全
体
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。

　

近
年
、
海
外
で
は
日
本
食

ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
日
本
茶

も
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　

一
方
、
海
外
の
消
費
者
が

食
の
安
全
・
信
頼
性
の
確
保

に
対
す
る
意
識
が
非
常
に
強

く
、
ま
た
、
国
内
に
お
い
て

も
、
た
だ
作
る
農
業
か
ら
付

加
価
値
の
高
い
農
業
へ
転
換

さ
れ
て
き
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　

本
市
に
お
け
る
有
機
・
無

農
薬
栽
培
の
現
状
は
、
有
機

認
定
事
業
数
と
し
て
茶
が
４

事
業
所
、
野
菜
が
３
事
業
所

の
計
７
事
業
所
で
、
ま
だ
ま

だ
普
及
し
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

　

有
機
栽
培
ま
た
は
無
農
薬

栽
培
の
技
術
を
確
立
し
、
普

及
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
静
岡
県
牧

之
原
市
、
滋
賀
県
高
島
市
、

京
都
府
南
丹
市
で
調
査
し

た
。

　

提

言

⑴　

意
欲
あ
る
農
業
者
が
円

滑
に
有
機
農
業
を
開
始
で
き

る
よ
う
支
援
を
積
極
的
に
行

う
と
と
も
に
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
証
を
含
め
第
三
者
が
認
証

す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
等
の
新
規

取
得
の
推
進
に
努
め
る
こ

と
。

⑵　

農
業
開
発
研
修
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
有
機
・
無

農
薬
栽
培
等
の
技
術
を
検

討
・
開
発
す
る
と
と
も
に
こ

れ
ら
の
技
術
が
十
分
生
か
さ

れ
る
よ
う
生
産
者
団
体
へ
の

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

⑶　

茶
価
が
低
迷
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
有
機
栽
培
茶
等

を
普
及
し
て
海
外
へ
の
販
売

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、
緑
茶
だ
け
で
な
く
発
酵

茶
な
ど
の
新
た
な
種
類
の
茶

の
製
造
に
つ
い
て
も
十
分
検

討
す
る
こ
と
。

⑷　

化
学
肥
料
や
化
学
合
成

農
薬
を
削
減
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
に
、
畜
産
や
農
業
な

ど
で
出
る
廃
棄
物
を
活
用
し

た
持
続
可
能
な
農
業
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者

に
信
頼
さ
れ
る
産
地
を
形
成

し
、
国
内
外
に
発
信
で
き
る

「
南
九
州
市
産
」
の
ブ
ラ
ン

ド
確
立
に
向
け
て
努
力
す
る

こ
と
。
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情
報
を
共
有
し
て

　
　

地
元
雇
用
の
促
進
を

総
務
常
任
委
員
会

活かせ提言！

　

本
市
の
人
口
は
合
併
時
の

平
成
19
年
12
月
１
日
に
は
約

４
万
２
１
０
０
人
で
あ
っ
た

が
、
平
成
26
年
12
月
に
は
約

３
万
７
９
０
０
人
と
な
り
、

７
年
間
で
４
２
０
０
人
減
少

し
て
い
る
。

　

特
に
若
者
層
と
生
産
年
齢

人
口
は
著
し
い
減
少
を
見
せ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
人
口

全
体
に
占
め
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
割
合
は
増
加
し
て

お
り
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
人

口
の
減
少
が
進
行
す
れ
ば
、

労
働
力
不
足
に
よ
る
地
域
産

業
の
低
迷
、
地
域
内
で
の
消

費
活
動
の
低
下
や
税
収
の
減

少
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
、
ま
た
、
若
者
の
減
少

で
地
域
社
会
の
活
性
化
が
損

な
わ
れ
る
な
ど
の
影
響
が
出

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
人
口
減
少
は

地
域
活
性
化
を
阻
害
す
る
大

き
な
要
因
で
あ
り
、
定
住
促

進
に
向
け
た
総
合
的
か
つ
戦

略
的
な
施
策
の
展
開
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
の
中
で
持
続
的
・

安
定
的
な
地
域
経
営
を
可
能

に
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
い

て
も
新
た
な
進
出
企
業
や
増

築
な
ど
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
て
い
る
が
、
高
校
を
卒

業
す
る
18
歳
か
ら
24
歳
ま
で

の
若
者
の
多
く
が
、
進
学
や

就
職
に
よ
り
市
外
へ
流
出
す

る
現
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
対
策
と
し
て
雇
用
の
確

保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、「
地
域
活
性
化
対
策
に

つ
い
て
」
を
大
き
な
調
査
事

項
と
し
て
、
中
で
も
「
企
業

誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
に
主
眼
を
置
き
、
青
森

県
五
所
川
原
市
と
十
和
田
市

を
調
査
し
た
。

　

提

言

⑴　

地
域
の
特
徴
あ
る
観
光

資
源
を
核
と
し
て
、
地
場
産

物
や
特
産
品
の
開
発
販
売
に

力
を
入
れ
、
交
流
人
口
を
活

用
し
た
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
。

⑵　

地
域
の
歴
史
や
文
化
資

源
を
掘
り
起
こ
し
、
イ
ベ
ン

ト
等
に
よ
る
交
流
人
口
を
増

や
し
、
地
域
活
性
化
を
図
る

こ
と
。

⑶　

ま
ち
お
こ
し
に
係
る
人

材
育
成
に
努
め
、
住
民
に
よ

る
地
域
づ
く
り
の
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
。

⑷　

本
市
は
、
農
業
が
基
幹

産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農

業
を
中
心
と
し
た
基
幹
産
業

の
振
興
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
。

⑸　

市
内
既
存
企
業
の
連
携

を
深
め
、
情
報
提
供
す
る
こ

と
で
地
元
の
雇
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性

に
合
っ
た
企
業
の
誘
致
に
根

気
強
く
取
り
組
む
こ
と
。

閉会中の

所管事務調査

総務常任委員会・・・・・地域活性化対策について

文教厚生常任委員会・・・伝統的建造物群保存地区の町並み保存と活用について

産業建設常任委員会・・・有機・無農薬栽培の現状と今後の取り組みについて


